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①創業支援塾
創業のためのノウハウを専門家から学びます。
日時＝６月１日～22日の水土曜５回、午前９時
30分～午後４時30分（６月12日㈬は午後７時～
９時）
会場＝前橋プラザ元気21
対象＝市内で創業を予定している人か、市内で開
業後５年以内の人、先着30人
申し込み＝５月27日㈪までに産業政策課へ
②創業支援コンサルティング
中小企業診断士が面談指導を行い、創業者の育
成支援を行います。
対象＝市内で創業を予定している人か創業後５年
以内の人
申し込み＝産業政策課へ
③起業家独立開業支援資金
開業のために必要な運転資金や設備資金を融資

します。
融資限度額＝5,000万円
融資利率＝年1.0%以内
融資期間＝10年以内
対象＝市内で初めて創業を予定している人か、創
業後１年未満の人
申し込み＝市内金融機関へ
④創業サポート総合制度
資金面と経営面で創業者をサポート。③にかか
る利子と保証料の一部を３年間補助します。また、
中小企業診断士による無料コンサルティング（最
大８回）を行います。
対象＝③を利用する見込みで、中小企業診断士に
事業内容が妥当であると判断された人
申し込み＝産業政策課へ

問い合わせは　産業政策課　☎027―898―6983企業経営などの力になります
中小企業や勤労者を支援するため本市では、さ
まざまな制度融資を行っています（下表のとおり）。
詳しくは市役所産業政策課や各金融機関で配布し
ている「制度融資のご案内」をご覧ください。
申し込み＝下表の①～⑨は市内金融機関⑩⑪は市
役所産業政策課⑫は中央労働金庫（前橋支店、群
馬県庁出張所、前橋東出張所）へ直接

■特別金融相談事業～中小企業金融円滑化法に関
する相談窓口
金融円滑化法終了に伴い、中小企業診断士が経
営問題や資金調達について相談に乗ります。電話
（20分まで無料）か、面談による相談ができます。
受付時間＝平日午後１時～５時
費用＝面談2,500円（2時間まで）
申し込み＝県中小企業診断士協会☎027-231-
2249へ

制度融資の概要
制度名 利率（％） 融資金額 償還期間

① 小口資金
2.3以内（2年以内分割償
還の場合は2.0以内）

1,250万円以内 
（別途保証料の一部を補助）

運転6年・設備8年以内 
（各うち6カ月以内の据え置き可）② 特別小口資金

③
経営振興資金 1,500万円以内

（別途保証料の一部を補助）
運転7年・設備9年以内

（各うち6カ月以内の据え置き可）

経営安定資金 1.5以内 3,000万円以内
（別途保証料の一部を補助）

7年以内
（うち1年以内の据え置き可）

④ 中心商店街にぎわい資金 1.0以内
（信用保証付0.8以内） 1億円以内 10年以内

（うち1年以内の据え置き可）

⑤
季節資金 1.5以内

（信用保証付1.3以内） 2,000万円以内 6カ月以内

事業所税納付資金 0.5以内 事業所税納付相当額以内
（上限額2,000万円） 11カ月以内

⑥ 省エネ設備導入資金 1.2以内 1億円以内

10年以内
（うち2年以内の据え置き可）⑦ 中小企業設備資金 2.0以内

（信用保証付1.6以内）

〈建設・製造・運輸業など〉機械器
具装置などは3 億円以内、建築物
と付随する土地は5 億円以内〈そ
の他の業種〉1億円以内

⑧ 起業家独立開業
支援資金

Ａタイプ

1.0以内

5,000万円以内
10年以内

（うち1年以内の据え置き可）
Ｂタイプ（分社
化対応） 1,500万円以内

⑨ 中小企業情報化推進支援資金 2,000万円以内

⑩ 中小企業研究開発資金 2億円以内 10年以内 
（うち2年以内の据え置き可）

⑪ 企業誘致促進資金 1.5以内 
（信用保証付1.1以内） 6億円以内 12年以内 

（うち2年以内の据え置き可）

⑫ 勤労者生活資金

一般 2.1以内
200万円以内 

（別途保証料が必要。自営業者や
会社役員などは利用不可）

教育費10年、その他5年以内
（育児介護休業が伴う場合は3年
以内の据え置き可）

育児介護休業に
伴う生活費及び
教育費

1.9以内

※①～③は本年度限りにおいて、肩代わり（借り換え）融資の対象となります。また、昨年度以前の融資については、条例で規定する融資期間に
3 年を加算した期間を限度として融資期間の延長ができます。※④⑦～⑩は本年度に限り、既存の融資については融資期間・据え置き期間の延長
ができます。※④⑦～⑪は東日本大震災の影響があった場合、本年度に限り、昨年度以前の融資について借り換えができます。

問い合わせは　産業政策課　☎027―898―6983

本市では、創業者の支援を多角的に行ってい
ます。講座や相談、融資・補助制度など、事業
が成功できるようサポートを行います。詳しく
は問い合わせてください。

創業者をサポートします

本市の多彩な融資制度
相談や資金面など

問い合わせは　スポーツ課　☎027―898―5834

問い合わせは　市政発信課　☎027―898―5847

赤城山を駆け抜ける

あかぎ大沼・白樺マラソン大会を開催します。
標高1,360mにある赤城山大沼は、夏でも平均気
温20度前後。記録を狙うランナーからファンラ
ン派のランナーまで走りを満喫できます。詳しく
は申込書をご覧ください。
日時＝８月25日㈰午前９時30分スタート
コース＝赤城大沼湖畔
種目・対象＝〈20km・10km・５km〉高校生以上
〈３km〉中学生〈２km〉小４～小６
費用＝〈高校生以上〉3,500円〈小中学生〉1,000円
申込書の配布＝市役所、各支所・公民館・市民サ
ービスセンター、市有スポーツ施設で

申し込み＝５月31日㈮までに申込書で。または
６月14日㈮までにランネット（http://runnet.jp）
で（各種目定員になり次第締め切り）

あかぎ大沼・白樺マラソン大会

本紙最終ページで掲載している「元気まえばし
ッ子」。このコーナーに掲載を希望する子どもを
募集します。
対象＝市内在住で平成23年８月２日～12月１日
生まれの男女、各24人（抽選）
申し込み＝６月３日㈪までに往復ハガキで（１人

１通）。住所・親子の氏名（ふ
りがな）・電話番号・子ども
の生年月日と性別・双子の場
合は双子と記入し、市役所市
政発信課「元気まえばしッ子
係」へ

募集します元気まえばしッ子

20この広報紙は再生紙を使用。不要の広報紙は廃品回収に出すか紙リサイクル庫、または古紙の日にごみ集積場所へ。
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人口と世帯（３月末日現在）
総人口／34万945人
　男：16万6,518人　女：17万4,427人
世帯数／14万66世帯

４月から広報紙の編集
に携わることになりまし
た。長い市役所勤務の中
で、初めての経験です。
取材を通じて、市民の皆
さまと触れ合えること
が、今から待ち遠しくて
なりません。本市のさま
ざまな情報を発信する窓
口として、親しみやすい
紙面作りに努めます。引
き続きご愛読をお願いし
ます。（堀）

中村　美
みく

来ちゃん
２歳・青葉町

井口　大
たいし

志ちゃん
２歳・荒牧町三丁目

岩瀬　明
めいこ

子ちゃん
２歳・池端町

羽田　篤
あつなり

生ちゃん
２歳・江木町

瀬谷　日
ひなこ

奈子ちゃん
２歳・下石倉町

須藤　桜
おうじ

士ちゃん
２歳・堤町

公田町公民館に咲き誇るシバザクラ。これは昨
年５月、長寿会を中心とした環境美化に努めてい 
るメンバーが、地域の人を笑顔にしようと植えた 
ものです。62ｍにわたり鮮やかな花が広がります。
来年に向けて、新たに100ｍのシバザクラを植える
計画もあり、さらに笑顔の輪がつながります。

粕川町稲里区では４月７日、稲里集落センター
で区民レクリエーションと花見会を開催しました。
約100人が９チームに分かれ、スマイルボウリン
グを通して交流。楽しく体を動かしました。ピン
が倒れるたびに参加者からは拍手と歓声が。競技
後は、見ごろの桜を楽しみました。

それぞれの仕事は違いますが、魂
の込もった豆腐をお客さまにお届け
するため、全力で頑張っています。
ことしは２年目。広い視野を持って
働いている先輩たちを目標に、勉強
の毎日です。目の前の仕事だけでな
く、将来の成長も考えて、自分の仕
事に向き合いたいと思っています。

魂込めた豆腐をお届け

相模屋食料

写真左から　渡辺　直己さん　（25）
梶塚　友美さん　（25）
菊池　理沙さん　（23）
下谷　優佳さん　（23）

フレッシャーズフレッシャーズ!!!!フレッシャーズ!!
はばたけはばたけ編集こぼれ話

元気まえばしッ子
このコーナーでは２歳になる子を紹介しています。
※�平成23年８月２日～12月１日生まれの子の募
集記事は、５月１日号に掲載予定です。
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